
 

 

議題３ （仮）千葉市畜産振興指針の策定について 

 

１ 策定の趣旨 

  本市では、令和５年３月に２０２０年農林業センサス等により明らかとなった本市農業の 

現状や国等の計画を踏まえながら、本市農業を成長産業化し、次世代へと継承するための計画

として「千葉市農業基本計画（令和５年度～令和９年度）」を策定し、畜産業においても「畜産

農家の経営環境向上に向けた支援」をアクションプランに位置付け、各種施策を実施している

ところです。 

  本市畜産業は、大消費地に隣接する恵まれた立地条件のもとに発展し、本市農業産出額の 

約２４％（令和５年推計）を占め、野菜に次ぐ本市農業の基幹的部門となっており、その産出

額は県内５４市町村中、１６位に位置しています。なかでも、乳用牛は市内畜産産出額の   

約５割を占め、産出額は県内１１位となっており、本市の学校給食では地元産の牛乳が供給 

されるなど、主要な生乳供給地となっています。 

しかしながら、国際情勢や急激な円安等の影響による、畜産飼料価格の高止まり等に起因 

する生産コストの増加を背景に収益性が改善せず、担い手の高齢化や施設の老朽化並びに国際

情勢の急激な変化による先行きの不安など、本市畜産業を取り巻く環境は厳しい状況が続いて

います。 

次期「千葉市農業基本計画」は令和１０年度に改正予定ですが、畜産業においては飼料費を

始めとした生産コストの上昇・高止まりに加え、国の「みどりの食料システム戦略」に即した、

環境や持続性に配慮した畜産物生産の必要性の高まりなど、喫緊の課題を解決するにためには、

早急に施策の方向性を定める必要があります。 

そこで、厳しい状況におかれている本市畜産の衰退に歯止めをかけ、抜本的に変革し、成長

産業とするための「（仮）千葉市畜産振興指針」を策定することとしました。 

 

２ 計画期間 

 ・令和８年度～令和９年度の２年間とする。 

 ・令和１０年度以降は、千葉市農業基本計画の見直しに併せて、施策の１つとして統合する。 

計画名 Ｒ5年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度 Ｒ9年度 Ｒ10年度～ 

千葉市農業基本計画（現行） 

千葉市農業基本計画（改正） 

      

（仮）千葉市畜産振興指針       

 

 

 

 

 

資料 ２ 

統合 



 

 

３ 指針の骨子 

（１） 現状と課題 

輸入飼料価格の高止まり等に起因する生産コストの増加を背景に収益性が改善せず、担い

手の高齢化や施設の老朽化、並びに国際情勢の急激な変化による先行きの不安から、農家 

戸数の減少が続いている。 

ア 酪農 

・全国、千葉県ともに、酪農家数、飼養頭数は減少の一途を辿るなか、本市においては、   

大規模法人参入や規模拡大により飼養頭数は増加している。 

・酪農家の世代交代も進んできており、今後も継続して市内で酪農が営まれることが期待 

されている。 

イ 養豚 

・法人１件が、子豚生産から肉豚生産までの一貫経営を行っている。 

ウ 養鶏 

・採卵鶏は、法人１件のみとなっている。 

・ブロイラーは、法人・個人を併せた５件が継続的に経営を行っている。 

・全国の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが連続発生していることから、発生予防対策を

徹底する必要がある。 

 

 

≪参考≫　家畜の飼養戸数と飼養頭羽数（千葉市は12月末現在、全国と千葉県は2月1日現在の数値）

【 乳用牛🐮 】 【 肉用牛🐂 】

R3 R6 増減 R3 R6 増減

戸数（戸） 23 17 -26.1 戸数（戸） 2 1 -50.0

飼養頭数（頭） 1,332 1,925 44.5 飼養頭数（頭） 17 4 -76.5

戸数（戸） 488 363 -25.6 戸数（戸） 243 222 -8.6

飼養頭数（頭） 27,700 25,700 -7.2 飼養頭数（頭） 2,600 2,400 -7.7

戸数（戸） 13,800 11,900 -13.8 戸数（戸） 42,100 36,500 -13.3

飼養頭数（頭） 1,356,000 1,313,000 -3.2 飼養頭数（頭） 632,800 640,400 1.2

※飼養頭数は子取り用めす牛のみ

【 豚🐷 】

R3 R6 増減

戸数（戸） 2 1 -50.0

飼養頭数（頭） 1,457 1,340 -8.0

戸数（戸） 250 216 -13.6

飼養頭数（頭） 614,700 580,700 -5.5

戸数（戸） 3,850 3,130 -18.7

飼養頭数（頭） 9,290,000 8,798,000 -5.3

【 採卵鶏🐔 】 【 ブロイラー🐔 】

R3 R6 増減 R3 R6 増減

戸数（戸） 3 1 -66.7 戸数（戸） 5 5 0.0

飼養羽数（千羽） 200 90 -55.0 飼養羽数（千羽） 278 284 2.0

戸数（戸） 106 90 -15.1 戸数（戸） 25 24 -4.0

飼養羽数（千羽） 9,858 11,186 13.5 飼養羽数（千羽） 1,757 1,935 10.1

戸数（戸） 1,960 1,700 -13.3 戸数（戸） 2,160 2,050 -5.1

飼養羽数（千羽） 140,697 129,729 -7.8 飼養羽数（千羽） 139,658 144,859 3.7
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（２） 目指す方向性 

ア 省力化機械やスマート技術等導入、飼養環境の改善、酪農経営においては継続的な乳用

後継牛の確保などにより、労働生産性や収益性が向上している。 

イ 地域や環境と調和した持続可能な畜産経営が展開されている。 

ウ 輸入飼料価格変動の影響を受けない安定的な畜産経営が展開されている。 

エ 市民の畜産や畜産物への理解・認知度が向上し、活き活きと畜産経営が行われている。 

（３）施策 持続的な畜産業の推進  

ア 生産性及び経営力の向上 

⇒省力化機械・スマート技術等導入、乳用後継牛確保、暑熱対策、労働力確保など 

イ 家畜衛生対策及び危機管理の充実・強化 

    ⇒飼養衛生管理基準の徹底、家畜伝染病の予防対策、農場ＨＡＣＣＰやトレーサビリテ

ィの導入、自然災害等への備えなど 

ウ 環境と調和のとれた酪農経営 

    ⇒家畜排せつ物の適正処理、堆肥生産及び資源循環、臭気対策など 

エ 自給飼料の生産と利用拡大 

⇒自給飼料の生産・利用拡大、耕畜連携の推進 

オ 消費者理解の醸成 

⇒畜産業の意義や生産者の努力に対する市民の理解醸成 

 

４ 策定のスケジュール 

  
令和７年 令和８年 

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

畜産振興指針 

 

農
政
推
進
協
議
会
（骨
子
提
示
） 

 
 

 
 

 
 

農
政
推
進
協
議
会
（意
見
聴
取
） 

 
 

調
整
会
議
・政
策
会
議 

 
 

畜
産
振
興
指
針
策
定 

農
政
推
進
協
議
会
（回
答
） 
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